家庭礼拝　2010年6月９日　使徒言行録第10章　ペトロの宣教
　賛美歌7　褒め称えよ、力強き主くを　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌224　我らの神、くすしき主よ
起

今日の箇所からしばらくは、ペトロの異邦人伝道の話が続きます。このような異邦人伝道と言うのは、ユダヤ教には無かったことです。いやむしろ、ユダヤ教には伝道とか、宣教とかと言うような概念は無かったのです。信仰は親から子へ、部族から部族へと伝えられるものであり、見ず知らずの人々に伝えるものではなかったのです。これは今のユダヤ教でも同じです。同じ神を持ちながら、ユダヤ教には宣教はなく、キリスト教は宣教によって広められていくのです。
ユダヤ教にとって、異邦人は穢れたものなのです。滅び行くものなのです。異邦人とは、話すことも、交わることも、家に入れることも、家に入ることもしなかったのです。ですから、イエス様がサマリア地方を旅をしていて、井戸の側に座っていて、井戸に水を汲みに来たサマリアの女に水を飲ませて欲しいと願ったときには、そのサマリアの女はユダヤ人が話しかけてきたことにとても驚いたのです。ユダヤ人はサマリアの人とは話しをしないからなのです。
キリスト教とユダヤ教の一番大きな違いは、キリスト教がユダヤ教の持っている垣根を越えたことです。民族の壁、人種の壁、男と女の壁、外側と内側の壁、このような壁を取り払って、神様が、全てのものに全ての場所で、そして全ての時において、その救いを表してくださると言うことを伝えているのです。外側と内側の壁と言うのは、ユダヤ教の神様は人の外側にいる神様でした。どこか高いところにいて、そこから裁き、奇跡を行う神様でした。ところがイエス様は、神様はあなた方の内側にいると言ったのです。あなた方の只中にいると言ったのです。私は、イエス様が十字架に付けられた一番の理由はこれではなかったのかと思っています。ユダヤ人たちが一番受け入れられなかったのはこのことではなかったのかと思っています。イエス様は、神様は私のうちに居り、私は神のうちにいると言いました。そして更に、私はあなた方のうちに居り、あなた方は私の内に居ると言いました。この教えは、ユダヤ教と決定的に違ってくる教えなのです。ユダヤ人たちはこれをイエスは自分を神としていると思いました。そしてイエス様は、全ての壁を取り除き、民族の壁をも取り除き、地の果てまでも述べ伝えなさいと、命じたのです。
承

そして、この教えとキリスト教の迫害によって散らされていった人々とがあいまって、キリスト教の異邦人伝道は行われていくわけです。この使徒言行録の学びで、最初に異邦人伝道が行われたのが、フィリポによるサマリア人への伝道やエチオピアの高官に対する洗礼でした。8章の15節にあるように、サマリア人への伝道の時には、ペトロとヨハネもやってきて、サマリア人の上に手を置いて聖霊を授けたのでした。そして今日の、9章32節からの箇所はその続きと考えたほうが良いでしょう。32節では、ペトロは方々を巡り歩き、リダに住んでいる聖なるものたちのところへも下っていった。とかかれています。

今日の聖書の地名には、リダ、ヤッファ、シャロン、カイザリアなどの地名が出てきます。これは、エルサレムの西側の地中海に面する海岸沿いの町々です。ちょうど、フィリポがエチオピアの高官に洗礼を授けてカイザリアまで行った道筋と同じです。これらの町々は、エルサレムの西のガザからカイザリアまでの間にある町々で、昔ペリシテと呼ばれていたところです。ヨハネとペトロそしてフィリポは迫害を避けるためにそれぞればらばらで、旅を続けたのだと思います。今日の聖書の舞台はこのような場所になります。

最初にペトロがリダで行ったのは癒しの奇跡です。33節を見て見ましょう。
使 9:33　そしてそこで、中風で八年前から床についていたアイネアという人に会った。
使 9:34　ペトロが、「アイネア、イエス・キリストがいやしてくださる。起きなさい。自分で床を整えなさい」と言うと、アイネアはすぐ起き上がった。
使 9:35　リダとシャロンに住む人は皆アイネアを見て、主に立ち帰った
この様に、ペトロはリダでも癒しを行いますが、癒しの奇跡は、いつも癒しが目的ではなくて、神を指し示し、神の存在を知らしめることが目的となります。ここでも多くの人が主に立ち返りました。
次はその近くの町のヤッファでタビタという人を生き返らせる奇跡を行います。36節です。

使 9:36　ヤッファにタビタ――訳して言えばドルカス、すなわち「かもしか」――と呼ばれる婦人の弟子がいた。彼女はたくさんの善い行いや施しをしていた。
使 9:37　ところが、そのころ病気になって死んだので、人々は遺体を清めて階上の部屋に安置した。
使 9:38　リダはヤッファに近かったので、弟子たちはペトロがリダにいると聞いて、二人の人を送り、「急いでわたしたちのところへ来てください」と頼んだ。
使 9:39　ペトロはそこをたって、その二人と一緒に出かけた。人々はペトロが到着すると、階上の部屋に案内した。やもめたちは皆そばに寄って来て、泣きながら、ドルカスが一緒にいたときに作ってくれた数々の下着や上着を見せた。
使 9:40　ペトロが皆を外に出し、ひざまずいて祈り、遺体に向かって、「タビタ、起きなさい」と言うと、彼女は目を開き、ペトロを見て起き上がった。
使 9:41　ペトロは彼女に手を貸して立たせた。そして、聖なる者たちとやもめたちを呼び、生き返ったタビタを見せた。
使 9:42　このことはヤッファ中に知れ渡り、多くの人が主を信じた。
使 9:43　ペトロはしばらくの間、ヤッファで革なめし職人のシモンという人の家に滞在した。
このヤッファの人々は、ペトロが死人をも生き返らせる力があると信じていたのでしょうか。タビタはもう既に死んでいたのに、使いの者を送って、すぐに来てくださいとお願いしたのです。キリスト教には死者からの復活と言うことがとても多くかかれており、使徒達もその力を持っていたのには驚かされます。ペトロは、ここではタビタを生き返らせました。そしてそのことによって、多くの人が主を信じるようになったのです。そして43節で、ペトロはしばらくの間、ヤッファで皮なめし職人のシモンと言う人の家に滞在した。と書かれています。このことはあっさりと書かれているので当たり前のことのように思われますが、ユダヤ人にとって、これは普通ありえないことなのです。ユダヤ人の教えでは、異邦人は穢れており、更に皮なめしのような職業は、もっと穢れていると考えていたからです。ペトロは、イエス様の教えを持って居るとしても、まだまだユダヤ教の伝統的な考えは捨てきれないで持っていたはずです。ですから、異邦の地で、異邦人の皮なめしの家に泊まると言うのはとても大きな抵抗があったかもしれません。このことが顕著にでてくるのは、コルネリウスの招きの出来事があったときです。
転

まず出来事はカイザリアの信仰心のあつい百人隊長コルネリウスに起こりました。コルネリウスに神の天使が呼びかけたのです。10章一節です。
使 10:1　さて、カイサリアにコルネリウスという人がいた。「イタリア隊」と呼ばれる部隊の百人隊長で、
使 10:2　信仰心あつく、一家そろって神を畏れ、民に多くの施しをし、絶えず神に祈っていた。
使 10:3　ある日の午後三時ごろ、コルネリウスは、神の天使が入って来て「コルネリウス」と呼びかけるのを、幻ではっきりと見た。
使 10:4　彼は天使を見つめていたが、怖くなって、「主よ、何でしょうか」と言った。すると、天使は言った。「あなたの祈りと施しは、神の前に届き、覚えられた。
使 10:5　今、ヤッファへ人を送って、ペトロと呼ばれるシモンを招きなさい。
使 10:6　その人は、革なめし職人シモンという人の客になっている。シモンの家は海岸にある。」
使 10:7　天使がこう話して立ち去ると、コルネリウスは二人の召し使いと、側近の部下で信仰心のあつい一人の兵士とを呼び、
使 10:8　すべてのことを話してヤッファに送った。
ここで、幻と言うのは私たちのイメージしているような幻とは違うものです。私達は幻を見ると言うと夢うつつの影のようなものをイメージしますが、ここでは幻ではっきり見たと書かれています。カトリックの神秘思想ではよくある、幻視と言うもので、これは現実よりももっとはっきりとしかも逃れることなく見えたり、聞こえてくるものだそうです。天使はこういいました。「あなたの祈りと施しは、神の前に届き、覚えられた。」コルネリウスがどんな祈りをしていたかは書いてありませんが、この後の出来事から推測されます。コルネリウスは人々の救いを願っていたものと思われます。そしてその祈りの真実であることは、その施しから知ることが出来ます。施しとは、神様に自分の持っているものを捧げることに他なりません。そしてその姿勢が、神様の前に届き覚えられたのです。神様のその答えは、「今、ヤッファへ人を送って、ペトロと呼ばれるシモンを招きなさい。」と言うことでした。コルネリウスは二人の召使と、信仰心の厚いひとりの兵士をヤッファに送りました。
　一方、ペトロも幻を見ました。神様はこのような形で二人を結び付けました。二人が同時に別の場所で幻を見て、出会うと言うのは、神様の存在なしには信じられないことです。そのときの様子はこうでした。9節からです。
使 10:9　翌日、この三人が旅をしてヤッファの町に近づいたころ、ペトロは祈るため屋上に上がった。昼の十二時ごろである。
使 10:10　彼は空腹を覚え、何か食べたいと思った。人々が食事の準備をしているうちに、ペトロは我を忘れたようになり、
使 10:11　天が開き、大きな布のような入れ物が、四隅でつるされて、地上に下りて来るのを見た。
使 10:12　その中には、あらゆる獣、地を這うもの、空の鳥が入っていた。
使 10:13　そして、「ペトロよ、身を起こし、屠って食べなさい」と言う声がした。
使 10:14　しかし、ペトロは言った。「主よ、とんでもないことです。清くない物、汚れた物は何一つ食べたことがありません。」
使 10:15　すると、また声が聞こえてきた。「神が清めた物を、清くないなどと、あなたは言ってはならない。」
使 10:16　こういうことが三度あり、その入れ物は急に天に引き上げられた。
ペトロには、まだユダヤ教のこだわりが有ったのかもしれません。異邦人に、御言葉を伝え、奇跡を起こし、癒しを与えていても、本当に心から受け入れては居なかったのかもしれません。どこかに、異邦人は穢れていると教えられた思いが残っていたのかもしれません。この異邦人のヤッファの皮なめし職人の家で、食事をしているペトロに、まだ、異邦人に対する信仰的な居心地の悪さが会ったのかもしれません。そのようなペトロに決定的なことが起こりました。幻が起こり、天から降りてきた入れ物の中に、清くないと言われている、獣、地を這うもの、空の鳥があって、それを食べなさいと言う主の声がしたのです。ペトロは、とんでもないと言って、断りましたが、天からの声は、「神が清めたものを、清くないなどと、あなたは言ってはならない。」と言うのでした。しかもこういうことが3度あったというのです。3度会ったというのは、決して気のせいなどではなくて、神様が、はっきりとそうおっしゃったと言うことになります。ペトロの心の中に、まだ残っている、異邦人に対する心の垣根が、神様のこの幻によって、すっかり取り払われることになります。ペトロが、今見た幻について思案していると、コルネリウスの使いたちが、シモンの家にやってきました。彼らは、コルネリウスについて話をし、天子が現れ、コルネリウスに「ペトロを家に招いて、話を聞くように。」とのお告げがあったことをペトロに話をしました。ペトロは、今見た幻が、この招きを意味していることがすぐ分かりました。そして使いたちと供に次の日にコルネリウスのところに行きました。そこには大勢の人たちが集まっていました。そしてペトロはこういったのです。28節です。
使 10:28　彼らに言った。「あなたがたもご存じのとおり、ユダヤ人が外国人と交際したり、外国人を訪問したりすることは、律法で禁じられています。けれども、神はわたしに、どんな人をも清くない者とか、汚れている者とか言ってはならないと、お示しになりました。
使 10:29　それで、お招きを受けたとき、すぐ来たのです。お尋ねしますが、なぜ招いてくださったのですか。」
使 10:30　すると、コルネリウスが言った。「四日前の今ごろのことです。わたしが家で午後三時の祈りをしていますと、輝く服を着た人がわたしの前に立って、
使 10:31　言うのです。『コルネリウス、あなたの祈りは聞き入れられ、あなたの施しは神の前で覚えられた。
使 10:32　ヤッファに人を送って、ペトロと呼ばれるシモンを招きなさい。その人は、海岸にある革なめし職人シモンの家に泊まっている。』
使 10:33　それで、早速あなたのところに人を送ったのです。よくおいでくださいました。今わたしたちは皆、主があなたにお命じになったことを残らず聞こうとして、神の前にいるのです。」
このように、コルネリウスは天使が現れ、告げていったことを話し、今私達は皆、主があなたにお命じになった事を残らず聞こうとして、神の前に居るのです、と説明しました。ペトロはそれを聞いて、「神は人を分け隔てしないことが良く分かりました。」と言いました。幻に現れた、意味がこれではっきりしたのです。そして、人々に神について、イエスについて語りだしました。本格的な異邦人伝道の始まりです。
そして、イエスキリストの救いを力強く話したのです。39節です。

使 10:39　わたしたちは、イエスがユダヤ人の住む地方、特にエルサレムでなさったことすべての証人です。人々はイエスを木にかけて殺してしまいましたが、
使 10:40　神はこのイエスを三日目に復活させ、人々の前に現してくださいました。
使 10:41　しかし、それは民全体に対してではなく、前もって神に選ばれた証人、つまり、イエスが死者の中から復活した後、御一緒に食事をしたわたしたちに対してです。
使 10:42　そしてイエスは、御自分が生きている者と死んだ者との審判者として神から定められた者であることを、民に宣べ伝え、力強く証しするようにと、わたしたちにお命じになりました。
使 10:43　また預言者も皆、イエスについて、この方を信じる者はだれでもその名によって罪の赦しが受けられる、と証ししています。」
ペトロが、この説教を続けていると、人々の上に聖霊が降りました。異邦人のペンテコステです。サマリアでは、洗礼を受けた人々に対して、ペトロは手を置いて聖霊を与えましたが、カイザリアでは、説教を聴いて聖霊を与えられ、その後洗礼を受けると言うことが起こりました。44節です。
使 10:44　ペトロがこれらのことをなおも話し続けていると、御言葉を聞いている一同の上に聖霊が降った。
使 10:45　割礼を受けている信者で、ペトロと一緒に来た人は皆、聖霊の賜物が異邦人の上にも注がれるのを見て、大いに驚いた。
使 10:46　異邦人が異言を話し、また神を賛美しているのを、聞いたからである。そこでペトロは、
使 10:47　「わたしたちと同様に聖霊を受けたこの人たちが、水で洗礼を受けるのを、いったいだれが妨げることができますか」と言った。
使 10:48　そして、イエス・キリストの名によって洗礼を受けるようにと、その人たちに命じた。それから、コルネリウスたちは、ペトロになお数日滞在するようにと願った。
これは信じられない出来事だったのです。カイザリアのコルネリオの人々は、ペトロの説教を聞いて、いきなり聖霊に満たされたのです。神様が聖霊を下さったのです。ですから、ペトロと一緒に着た、割礼を受けている信者達はこの出来事に大いに驚いた、と書かれています。普通の順番はこうなのです。信仰の道に入りたいものは、まず、割礼を受け、洗礼を受け、そして聖霊を受けると言う順番です。ところが、この人々は、何の準備もなしに説教を聴くだけで、聖霊を与えられたのです。それは神様に受け入れられたと言うことです。ユダヤ人だけの神様と思っていたのが、異邦人の神様でもあることがはっきりしたのです。そして、ペトロは、イエスキリストの名によって洗礼を受けるようにと、命じたのでした。
結

今日の聖書の箇所は、驚くような奇跡の連続です。癒しがあり、復活があり、聖霊降臨がありました。それが皆、異邦人の間で行われたのです。これはキリスト教が、完全にユダヤ教を超えて、全ての人々の宗教として、力強く進んで行った証拠です。ペトロは、これらの出来事を結論付けて、こういうのです。35節です。
使 10:35　どんな国の人でも、神を畏れて正しいことを行う人は、神に受け入れられるのです。
このようにして、私達日本人も、神に受け入れられ、神の御前に立つことが出来るようになりました。
異邦人伝道は、弟子達に先立って、神様がその道を開いていかれました。弟子達はただその後をついていくだけだったのです。天子が教え、聖霊が導くままに、弟子達は救いの道を伝えていったのです。これは私達の伝道においても同じです。頑張って伝道するのではなく、まず最初に、神様がどのようになさろうとしているのかを聞くことが大切になるわけです。それが無ければ、ただ疲れるだけかもしれません。どうか神様の導きに委ねて歩むことが出来ますように。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様、今週もまた、供に祈り、賛美するときが与えられ感謝いたします。　
今日は、キリスト教が、ユダヤ民族を乗り越えて、世界宗教へと力強く歩んでいく様子を教えられ、感謝いたします。この伝道にはいつもあなたが、先に準備し、備えており、あなたに用いられたものが、その声を聞いて言い伝えていきました。何よりもまず、最初にあなたの御心があることを覚えます。神様、どうか私達もまた、まず、あなたに御心を聞いてから行動するものでありますように。私達の行動が、ただあなたに用いられて導かれるものでありますように。

あなたによって、導かれたコルネリウスのように、祈りそして捧げるものでありますように。祈るだけでよしとするのではなく、貧しい人、困っている人に施し、自分のものと思っているものを、あなたに捧げていくことができますように。
集いました私たちの上に、あなたの祝福と聖霊の導きとがありますように。私達の信仰が、ますます強められ、成長し、神の国に生きるものとなりますように。

この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。
◆ペトロ、アイネアをいやす
使 9:32　ペトロは方々を巡り歩き、リダに住んでいる聖なる者たちのところへも下って行った。
使 9:33　そしてそこで、中風で八年前から床についていたアイネアという人に会った。
使 9:34　ペトロが、「アイネア、イエス・キリストがいやしてくださる。起きなさい。自分で床を整えなさい」と言うと、アイネアはすぐ起き上がった。
使 9:35　リダとシャロンに住む人は皆アイネアを見て、主に立ち帰った。
◆ペトロ、タビタを生き返らせる
使 9:36　ヤッファにタビタ――訳して言えばドルカス、すなわち「かもしか」――と呼ばれる婦人の弟子がいた。彼女はたくさんの善い行いや施しをしていた。
使 9:37　ところが、そのころ病気になって死んだので、人々は遺体を清めて階上の部屋に安置した。
使 9:38　リダはヤッファに近かったので、弟子たちはペトロがリダにいると聞いて、二人の人を送り、「急いでわたしたちのところへ来てください」と頼んだ。
使 9:39　ペトロはそこをたって、その二人と一緒に出かけた。人々はペトロが到着すると、階上の部屋に案内した。やもめたちは皆そばに寄って来て、泣きながら、ドルカスが一緒にいたときに作ってくれた数々の下着や上着を見せた。
使 9:40　ペトロが皆を外に出し、ひざまずいて祈り、遺体に向かって、「タビタ、起きなさい」と言うと、彼女は目を開き、ペトロを見て起き上がった。
使 9:41　ペトロは彼女に手を貸して立たせた。そして、聖なる者たちとやもめたちを呼び、生き返ったタビタを見せた。
使 9:42　このことはヤッファ中に知れ渡り、多くの人が主を信じた。
使 9:43　ペトロはしばらくの間、ヤッファで革なめし職人のシモンという人の家に滞在した。
◆コルネリウス、カイサリアで幻を見る
使 10:1　さて、カイサリアにコルネリウスという人がいた。「イタリア隊」と呼ばれる部隊の百人隊長で、
使 10:2　信仰心あつく、一家そろって神を畏れ、民に多くの施しをし、絶えず神に祈っていた。
使 10:3　ある日の午後三時ごろ、コルネリウスは、神の天使が入って来て「コルネリウス」と呼びかけるのを、幻ではっきりと見た。
使 10:4　彼は天使を見つめていたが、怖くなって、「主よ、何でしょうか」と言った。すると、天使は言った。「あなたの祈りと施しは、神の前に届き、覚えられた。
使 10:5　今、ヤッファへ人を送って、ペトロと呼ばれるシモンを招きなさい。
使 10:6　その人は、革なめし職人シモンという人の客になっている。シモンの家は海岸にある。」
使 10:7　天使がこう話して立ち去ると、コルネリウスは二人の召し使いと、側近の部下で信仰心のあつい一人の兵士とを呼び、
使 10:8　すべてのことを話してヤッファに送った。
◆ペトロ、ヤッファで幻を見る
使 10:9　翌日、この三人が旅をしてヤッファの町に近づいたころ、ペトロは祈るため屋上に上がった。昼の十二時ごろである。
使 10:10　彼は空腹を覚え、何か食べたいと思った。人々が食事の準備をしているうちに、ペトロは我を忘れたようになり、
使 10:11　天が開き、大きな布のような入れ物が、四隅でつるされて、地上に下りて来るのを見た。
使 10:12　その中には、あらゆる獣、地を這うもの、空の鳥が入っていた。
使 10:13　そして、「ペトロよ、身を起こし、屠って食べなさい」と言う声がした。
使 10:14　しかし、ペトロは言った。「主よ、とんでもないことです。清くない物、汚れた物は何一つ食べたことがありません。」
使 10:15　すると、また声が聞こえてきた。「神が清めた物を、清くないなどと、あなたは言ってはならない。」
使 10:16　こういうことが三度あり、その入れ物は急に天に引き上げられた。
使 10:17　ペトロが、今見た幻はいったい何だろうかと、ひとりで思案に暮れていると、コルネリウスから差し向けられた人々が、シモンの家を探し当てて門口に立ち、
使 10:18　声をかけて、「ペトロと呼ばれるシモンという方が、ここに泊まっておられますか」と尋ねた。
使 10:19　ペトロがなおも幻について考え込んでいると、“霊”がこう言った。「三人の者があなたを探しに来ている。
使 10:20　立って下に行き、ためらわないで一緒に出発しなさい。わたしがあの者たちをよこしたのだ。」
使 10:21　ペトロは、その人々のところへ降りて行って、「あなたがたが探しているのは、このわたしです。どうして、ここへ来られたのですか」と言った。
使 10:22　すると、彼らは言った。「百人隊長のコルネリウスは、正しい人で神を畏れ、すべてのユダヤ人に評判の良い人ですが、あなたを家に招いて話を聞くようにと、聖なる天使からお告げを受けたのです。」
使 10:23　それで、ペトロはその人たちを迎え入れ、泊まらせた。翌日、ペトロはそこをたち、彼らと出かけた。ヤッファの兄弟も何人か一緒に行った。
使 10:24　次の日、一行はカイサリアに到着した。コルネリウスは親類や親しい友人を呼び集めて待っていた。
使 10:25　ペトロが来ると、コルネリウスは迎えに出て、足もとにひれ伏して拝んだ。
使 10:26　ペトロは彼を起こして言った。「お立ちください。わたしもただの人間です。」
使 10:27　そして、話しながら家に入ってみると、大勢の人が集まっていたので、
使 10:28　彼らに言った。「あなたがたもご存じのとおり、ユダヤ人が外国人と交際したり、外国人を訪問したりすることは、律法で禁じられています。けれども、神はわたしに、どんな人をも清くない者とか、汚れている者とか言ってはならないと、お示しになりました。
使 10:29　それで、お招きを受けたとき、すぐ来たのです。お尋ねしますが、なぜ招いてくださったのですか。」
使 10:30　すると、コルネリウスが言った。「四日前の今ごろのことです。わたしが家で午後三時の祈りをしていますと、輝く服を着た人がわたしの前に立って、
使 10:31　言うのです。『コルネリウス、あなたの祈りは聞き入れられ、あなたの施しは神の前で覚えられた。
使 10:32　ヤッファに人を送って、ペトロと呼ばれるシモンを招きなさい。その人は、海岸にある革なめし職人シモンの家に泊まっている。』
使 10:33　それで、早速あなたのところに人を送ったのです。よくおいでくださいました。今わたしたちは皆、主があなたにお命じになったことを残らず聞こうとして、神の前にいるのです。」
◆ペトロ、コルネリウスの家で福音を告げる
使 10:34　そこで、ペトロは口を開きこう言った。「神は人を分け隔てなさらないことが、よく分かりました。
使 10:35　どんな国の人でも、神を畏れて正しいことを行う人は、神に受け入れられるのです。
使 10:36　神がイエス・キリストによって――この方こそ、すべての人の主です――平和を告げ知らせて、イスラエルの子らに送ってくださった御言葉を、
使 10:37　あなたがたはご存じでしょう。ヨハネが洗礼を宣べ伝えた後に、ガリラヤから始まってユダヤ全土に起きた出来事です。
使 10:38　つまり、ナザレのイエスのことです。神は、聖霊と力によってこの方を油注がれた者となさいました。イエスは、方々を巡り歩いて人々を助け、悪魔に苦しめられている人たちをすべていやされたのですが、それは、神が御一緒だったからです。
使 10:39　わたしたちは、イエスがユダヤ人の住む地方、特にエルサレムでなさったことすべての証人です。人々はイエスを木にかけて殺してしまいましたが、
使 10:40　神はこのイエスを三日目に復活させ、人々の前に現してくださいました。
使 10:41　しかし、それは民全体に対してではなく、前もって神に選ばれた証人、つまり、イエスが死者の中から復活した後、御一緒に食事をしたわたしたちに対してです。
使 10:42　そしてイエスは、御自分が生きている者と死んだ者との審判者として神から定められた者であることを、民に宣べ伝え、力強く証しするようにと、わたしたちにお命じになりました。
使 10:43　また預言者も皆、イエスについて、この方を信じる者はだれでもその名によって罪の赦しが受けられる、と証ししています。」
◆異邦人も聖霊を受ける
使 10:44　ペトロがこれらのことをなおも話し続けていると、御言葉を聞いている一同の上に聖霊が降った。
使 10:45　割礼を受けている信者で、ペトロと一緒に来た人は皆、聖霊の賜物が異邦人の上にも注がれるのを見て、大いに驚いた。
使 10:46　異邦人が異言を話し、また神を賛美しているのを、聞いたからである。そこでペトロは、
使 10:47　「わたしたちと同様に聖霊を受けたこの人たちが、水で洗礼を受けるのを、いったいだれが妨げることができますか」と言った。
使 10:48　そして、イエス・キリストの名によって洗礼を受けるようにと、その人たちに命じた。それから、コルネリウスたちは、ペトロになお数日滞在するようにと願った。
